FABRERBRAR—Y FL—Z VX BRBEMEROBIEFASFE (162107006)
Mixed Reality Technology for Sports Training Support
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	１．まえがき
	スポーツトレーニングの分野では、従来はアスリートの経験に基づき運動時のフォームの確認・修正などを行っていたが、モーションキャプチャや各種計測機器から取得されるデータに基づいた情報がコーチングの際に用いられるようになってきている。収集した情報はコーチやアスリートが目視して判断するために用いられることを考慮すれば、スポーツパフォーマンス研究を効果的に推進するためには、計測された運動時のデータの可視化技術は必須である。そこで、本研究開発課題では、直感的なデータの可視化が可能である複合現実感技術を用いて、...
	２．研究開発内容及び成果
	以下では、本研究課題の取り組みの成果について、陸上競技、自転車競技、新たなトレーニング方法の開発、の項目に分類し紹介する。
	U陸上競技
	本研究課題では、陸上競技の中でもスプリント走を対象とした複合現実型のトレーニング支援技術の開発に取り組んだ。特に鹿屋体育大学スポーツパフォーマンス研究棟に設置してある50mのトラックを走行した際の映像データおよび床反力データを同時に観察することを可能とする複合現実感技術を用いた可視化技術の開発に取り組んだ。トラックの床下にはフォースプレートが設置してあり、走行時の力量（鉛直方向・進行方向・左右方向）の測定結果が取得可能となっている。取得された床反力データには、フォースプレート自身の振動による一定周...
	U自転車競技
	自転車のペダリングデータについて、室内実験環境だけでなく、実走路上でのデータ計測の実現に取り組んだ。実装路上においてリアルタイムにデータを取得するために企業の協力を得ながらリアルタイムパワーメータの開発を行った（図2）。開発したリアルタイムパワーメータを用いることで、場所にこだわらずペダリング時の踏み込む力を計測できることを確認した。また、ペダリング時の踏力計測に加え、競技者自身の身体動作の細微な違いを把握し、トレーニングに還元するために、パワーメータのみでは計測できない膝の動きを観測するシステム...
	Uトレーニング方法の開発
	一般のユーザへ向けたシステムの開発に取り組むこととしていた。一般のユーザを対象としたトレーニングにおいては、運動へのモチベーションの維持が大きな課題となることが知られている。そこで、モチベーションを持続可能な基礎トレーニング支援システムの開発および評価を行った。持続可能なトレーニングの実現のために、運動を伴うゲームを開発した（図4）。また、複合現実感技術の一種である顔交換技術を用いて、動作映像中の顔を観察者本人の顔に交換することで、イメージトレーニングに適した映像を生成することに取り組んだ。被験者...
	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取組
	本研究課題では、複合現実感技術を用いたスポーツトレーニング支援の要素技術の開発を行った。開発した技術については、現場の指導者およびアスリートから一定の評価を得ている。しかしながら、日常のトレーニングで利用できるようなシステムとはなっておらず、今後システムとしての完成度を上げる必要がある。また、ゲーミフィケーションを取り入れたトレーニング方法については、一般のユーザへの拡張を考えた場合に必須であり、今回の研究で得られた知見が様々な年齢のユーザを対象としたトレーニングシステムの開発に役立つ。さらに、顔...
	４．むすび
	本研究では、複合現実感技術を用いたスポーツトレーニング支援に取り組んだ。今後、実際の現場で利用可能なシステムの構築に取り組み、その効果について検証する。
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